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盛夏を迎えた二ツ屋弁天池では、今年も二千年蓮が色鮮やかに

咲き誇っています。７月20日（海の日）には、恒例のミス十日

町雪まつり撮影会が行われ、多くの写真愛好家が、優雅な蓮と美

しいミスをファインダーにおさめようと腕を競っていました。
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Ｑ
、
合
併
す
る
と
地
域
の
伝
統
や
文

化
が
失
わ
れ
ま
せ
ん
か
？

Ａ
、
合
併
は
、
そ
れ
ま
で
の
市
町
村

を
同
じ
カ
ラ
ー
で
塗
り
つ
ぶ
そ
う
と

い
う
も
の
で
な
く
、
よ
り
大
き
な
範

囲
で
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

合
併
後
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
・
文
化
・

伝
統
な
ど
を
尊
重
し
た
地
域
づ
く
り

を
行
っ
た
り
、
旧
地
名
を
残
す
な
ど

の
工
夫
に
よ
っ
て
地
域
の
個
性
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
可
能
で
す
。

Ｑ
、
合
併
後
は
中
心
部
だ
け
が
良
く
な
り
、
周
辺
部
が
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
、
合
併
に
際
し
て
は
、「
合
併
協
議
会
」
を
作
り
、
合
併
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
し
た
「
市
町
村
建
設
計
画
」
を
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
や
地
域
ご
と

の
役
割
分
担
に
配
り
ょ
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

合
併
後
は
、
地
域
住
民
の
声
を
施
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
に
応
じ

て
旧
市
町
村
の
区
域
を
単
位
と
し
た
「
地
域
審
議
会
」
と
い
う
組
織
を
置
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

2

前
回
は
「
ど
う
し
て
今
、
合
併
な
の
？
」
と
「
ど
ん
な
合
併
が

あ
る
の
？
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
」
や
「
合
併
で
困
る
こ
と
」
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
の
将
来
を

い
っ
し
ょ
に
考
え
よ
う
！

市
町
村
合
併
その２

市
町
村
合
併

合併のメリットは？

Ｑ
、
合
併
す
る
と
市
役
所
な
ど
が
遠
く
な

り
、
今
よ
り
も
不
便
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ
、
多
く
の
場
合
、
合
併
前
の
市
役
所
な

ど
は
合
併
後
も
支
所
と
し
て
残
す
な
ど
、

日
常
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
不
便
に
な
ら

な
い
よ
う
に
配
り
ょ
さ
れ
ま
す
。

各
支
所
の
窓
口
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
、

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
本
庁
と
結
ば

れ
る
こ
と
で
、
一
層
手
軽
に
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
、
市
町
村
の
規
模
が
大
き
く
な
る
と
、
行
政
と
住
民
の
結
び
つ
き
が
薄
れ
、

住
民
の
声
が
行
政
に
届
き
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
？

Ａ
、
多
く
の
市
町
村
で
は
、
現
在
で
も
地
域
ご
と
の
「
懇
談
会
」
や
「
ア
ン
ケ

ー
ト
」
な
ど
を
通
じ
て
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
く
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
を
充
分
に
活
用
す
れ
ば
、
合
併
後
も
地
域
の
声
を
充
分
行
政
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま

す
。ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報

通
信
を
利
用
し
た
情
報
共
有
も
、
住
民
と

行
政
と
の
意
見
交
換
の
た
め
の
有
効
な
方

法
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
合
併
に
よ
っ
て
余
裕
の
で
き

た
人
員
と
経
費
に
よ
っ
て
、
き
め
細
や
か

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
住
民
と
の

つ
な
が
り
を
密
接
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

複数の市町村を同一の行政エリ

アとするため、より広域的な視点

からバランスの取れた効果的なま

ちづくりが可能になります。

３．広域的なまちづくりが
可能になります

行政経費の節約により、少ない経費でより高い水準の

行政サービスが可能になります。また、各市町村の財政

をあわせることにより、財政規模が拡大し財政力が強化

されます。

２．行財政基盤の強化と運営の効率化を
図ることができます

行政サービスの選択の幅が広がるとともに、より高い

水準のサービスを安定的に受けることができるようにな

ります。

１．行政サービスの充実が期待できます

①行政経費の削減

各市町村に置かれていた三

役、議員、委員会や審議会の

委員、事務局職員などの総数

が減少することで、人件費な

ど経費の節減を図ることがで

きます。

将来的には職員数を減少さ

せることが可能となり、住民

一人当たりの職員数は減少

し、人件費が削減されます。

③国や県の財政支援

「合併市町村まちづくり建

設事業」などによって国や県

からの財政支援を受けること

ができ、地域全体の活性化や

一体化を図るまちづくり事業

を幅広く推進することができ

ます。

②行財政運営の効率化

多くの市町村では、これま

で市町村規模に関係なく、そ

れぞれの市町村単位で施設整

備やサービス提供を行ってき

ました。そのため活用度が低

く、職員数の増加や財政の圧

迫などの問題が生じていま

す。

合併後は市町村ごとの重複

投資を回避し、さまざまな地

域課題に一体的に取り組むこ

とで、行政の効率化が可能と

なります。そして新たな課題

である介護保険などでも、サ

ービスの地域差解消や、住民

負担を可能なかぎり低い水準

に設定できるようになります。

既存施設の運営についても

広域的・機能的観点から見直

すことで、経費節減ができま

す。

①住民の利便性の向上

地域住民の日常生活区域は広

域化していますが、行政区域が

異なっているため、行政サービ

スは利用しにくい面がありま

す。しかし、合併により日常生

活圏と行政区域が一致すること

で住民に密着したサービスの提

供が可能となります。

例えば、各種証明書発行など

の窓ロサービスが、住居や勤務

地近くの身近なところで利用可

能になります。また、現在他町

村にある図書館、スポーツ施設、

保健福祉センターなどの公共施

設が利用しやすくなります。さ

らに、子どもを勤務地に近い保

育所に預けることもできるよう

になります。

②サービスの高度化・多様化

従来、一人の職員が各種の事

務事業を抱えていましたが、職

員の専任化を図ることで、きめ

細やかなサービスができるよう

になります。

また、少子・高齢化、国際化、

情報化など社会経済情勢の変化

や本格化する地方分権への対応

などに取り組む必要があり、専

任組織（女性政策、環境政策、

情報政策、国際交流など）や専

門職を置くことで、専門的で高

度なサービスが提供できるよう

になります。

一般的に合併の際には、サー

ビスは高い水準に、負担は低い

水準に調整されます。

合
併
で
困
る
こ
と
は
な
い
の
？

※
次
回
は
、
国
・
県
の
財
政
支
援
策

な
ど
に
つ
い
て
で
す
。

■
問
合
せ

企
画
人
事
課
新
行
政

推
進
係
（
1
57
│
３
１
１
１
内
線

２
１
７)

①広域的施策の展開

広域的な視点に立って、地域特性を

生かした道路整備や土地利用など、個

性的で活力あるまちづくりを進めるこ

とができます。

また、統一的なごみの分別収集、処

理施設の整備、有効なダイオキシン対

策など、環境問題への広域的取り組み

ができます。

観光振興についても、多様な観光資

源を組み合わせた魅力的な広域観光ゾ

ーンやルートづくりが可能になります。

②合併後の基盤整備

合併にともなう「市町村建設計画」

などに基づき、重点的な投資による

基盤整備を推進します。また、これ

まで整備が遅れていた地域でも、新

たに各種の基盤整備や施設整備など

が可能になります。

市役所



平
成
14
年
４
月
１
日
採
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
大
学
卒
業
者
（
卒
業
見
込
者
含
む
）
を
対
象
と
す
る

採
用
試
験
の
内
容
は
、
市
報
６
月
25
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
一
次
試
験
（
筆
記
試
験
）

□
期
日

９
月
16
日
a

□
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

□
試
験
科
目

◇
一
般
事
務
初
級
お
よ
び
一
般
事
務

初
級
（
高
校
新
卒
）
…
教
養
試
験
、

適
性
検
査
、
作
文
◇
保
育
士
…
教
養

試
験
、
専
門
試
験
、
作
文
◇
用
務
員

お
よ
び
自
動
車
運
転
手
…
適
性
検

査
、
作
文

第
二
次
試
験
（
面
接
試
験
）

□
期
日

10
月
中
旬

７
月
30
日
b
〜
８
月
17
日
f
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

の
間
に
、
十
日
町
市
企
画
人
事
課
人

事
秘
書
係
に
必
要
書
類
を
提
出
。

（
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
）

必
要
書
類
　
①
採
用
試
験
申
込
書

（
申
込
先
に
配
置
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
※
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
市
報
最
終

頁
参
照
）
②
保
育
士
、
用
務
員
、
自
動

車
運
転
手
は
免
許
証
、
免
状
ま
た
は

資
格
証
明
書
の
写
し
③
最
終
卒
業
学

校
（
１
年
制
の
専
門
学
校
の
場
合
は

高
等
学
校
）の
成
績
証
明
書（
卒
業
見

込
者
は
最
近
ま
で
の
も
の
）
④
来
春

卒
業
見
込
者
は
卒
業
見
込
証
明
書
⑤

返
信
用
切
手
（
80
円
切
手
２
枚
）

4

吉
沢
文
男
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
に

交
通
安
全
協
会
吉
田
支
部
の
役
員
に

な
ら
れ
て
以
来
、
長
年
交
通
安
全
の

啓
発
と
指
導
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

昭
和
54
年
に
は
、
十
日
町
市
非
常

勤
交
通
指
導
員
に
任
命
さ
れ
、
以
来

12
期
23
年
に
わ
た
っ
て
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
と
事
故
防
止
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
２
年
か
ら
は
、
十

日
町
市
交
通
指
導
隊
副
隊
長
に
就
任

さ
れ
、
後
輩
の
指
導
育
成
に
あ
た
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
や
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
交
通
案
全
教
室

な
ど
で
の
指
導
を
は
じ
め
、
交
通
事

故
防
止
の
た
め
に
、
率
先
し
て
活
動

を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

吉 沢 文 男さん
（北鐙坂2）

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
た
い
と
い
う
一
念
で
、
長
年
に
わ
た
っ
て

献
身
的
に
交
通
安
全
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
２
人
の
方
が
、
７
月
13
日

f
に
新
潟
県
庁
で
、
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

新
　
潟
　
県
　
知
　
事
　
表
　
彰

交
通
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
長
表
彰

小
川
信
一
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
に

十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会
で
大
井

田
支
部
長
を
つ
と
め
て
以
来
、
地
域

は
も
と
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
に
幅

広
い
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
53
年
に
は
7
十
日
町
地
区
交

通
安
全
協
会
の
評
議
員
に
就
任
さ

れ
、
昭
和
60
年
か
ら
は
理
事
と
し
て

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
11
年
か
ら

現
在
ま
で
、
同
協
会
の
副
会
長
と
し

て
、指
導
力
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
運
転
者
教
育
や
街
頭
で
の

交
通
安
全
啓
発
に
力
を
注
が
れ
る
と

と
も
に
、
持
ち
前
の
行
動
力
を
発
揮

し
て
、
組
織
の
発
展
・
充
実
に
多
大

な
功
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

小 川 信 一さん
（四日町２）

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

●
試

験

方

法

●
受

験

申

込

■問合せ■　企画人事課人事秘書係
〒948-8501 十日町市千歳町３-３
（157－3111内線212）

●募集職種・人数・受験資格など（初任給は13年４月１日現在・受験資格取得直後に採用の場合）

職　　種 人　　数 受　　験　　資　　格 初 任 給

一般事務初級

一般事務初級

（高校新卒）

保　育　士

用　務　員

自動車運転手

あわせて

３人程度

※それぞれ

１人以上採

用します

昭和55年４月２日以降に生まれた
者で、学校教育法による高等学校を
卒業した者（短期大学などの上位の
学校卒業者または在学者を含む）

昭和55年４月２日以降に生まれた
者で、学校教育法による高等学校を
平成14年３月31日までに卒業見込
みの者

昭和46年４月２日以降に生まれた
者で、保育士の資格を有する者また
は平成14年３月31日までに取得見
込みの者

昭和41年４月２日から58年４月１日ま
でに生まれた者で、普通自動車運転免
許および危険物取扱者免状（乙４類以
上の免状）を有する者または平成14年
３月31日までに取得見込みの者

昭和41年４月２日以降に生まれた
者で、大型特殊自動車の運転免許お
よび車輌系作業免許と大型自動車運
転免許を有する者または平成14年
３月31日までに取得見込みの者

141,900円

１　人 151,800円

２　人 139,900円

２　人 139,900円

情報館の扉をあけて心の冒険にでかけよう
～ 夏 休 み は 親 子 で 情 報 館 へ ～

夏休みがやってきました。期間中、子どもたちは学校から離れ、さまざまな体験や新た

な知識を身につけることでしょう。そんな時におすすめしたいのが、十日町情報館です。

この夏あなたは情報館の扉を開けて、どんな心の冒険にでかけますか。

十日町情報館には、児童向け図書が約16,000

冊、大人向けなども含めると約85,000冊の図書

があります。そのほかにもビデオテープ約2,700

本、ＣD約1,700枚が取りそろえてあります。世

界の情報を探るインターネット体験コーナーやＡ

Ｖブースも気軽に利用できます。

私
た
ち
は
読
書
を
通
じ
て
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
多
く
の
人
々
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
読
書
は
私
た
ち
の
世
界
観

を
広
げ
、
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

と
り
わ
け
子
ど
も
た
ち
は
、
幼
児
期

か
ら
良
い
本
と
出
会
う
こ
と
で
、
自
然

と
本
を
読
む
よ
う
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
家
庭
で
良
質
の
本

を
た
く
さ
ん
用
意
す
る
の
は
難
し
い
こ

と
で
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
の
興
味
と

読
む
力
に
あ
っ
た
本
を
情
報
館
で
見
つ

け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

情
報
館
に
は
図
画
工
作
、科
学
実
験
、

自
然
観
察
な
ど
夏
休
み
の
課
題
に
役
立

つ
本
や
ビ
デ
オ
も
あ
り
ま
す
。
早
め
に

計
画
を
立
て
、
情
報
を
集
め
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
夏
、
快
適
な
情

報
館
で
、
親
子
い
っ
し
ょ
に
読
書
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

衛生施設組合からのお願い 燃やすごみ用シールの不足についての

おわびとお願い

７月から収集ごみの有料化を実施し、燃やすごみ用の旧指定

袋を使用される場合には、シールをはっていただくことになっ

ております。

シールにつきましては、必要と思われる枚数を用意したと考

えておりましたが、予想を上回る購入枚数が生じたため品不足

を招き、店によっては販売できなくなるなど、皆様に大変ご迷

惑をおかけしました。謹んでおわび申し上げます。

大至急手配をした結果、現在では大・中・小のシールはいず

れも指定袋の取扱店で購入できます。

追加分のシールが店に並ぶ間、シールの購入ができなくては

ることができなかった方は、大変申し訳ありませんが、排出す

る際にはれなかった回数に応じたシールをはっていただきます

ようお願いします。

生ごみは十分な水切りを

夏は家庭ごみの残飯など、水分を多く含ん

だ燃えにくいごみが増えます。そのままでは、

燃やすために多量の重油が必要です。資源を

節約するためにも、十分に水切りをしてから

出しましょう。また、生ごみはコンポスター

など家庭での処理もお願いします。

ごみを少なくする工夫

買い物をするときは、過剰な包装を断る、

エコバックを持っていくなど、買い物の仕方

を少し工夫するだけで、ごみを減らすことが

できます。できることから実行しましょう。

■問合せ＝十日町地域衛生施設組合（152－3924）

平
成
14
年
度
採
用

職
員
募
集

平
成
14
年
度
採
用

職
員
募
集

平成13年7月25日号55555555555555555
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第20回十日町小唄日本一優勝大会
～全国初の新民謡フェスティバルも開催～

青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
す
る
市
内
の

若
者
２
人
が
、
７
月
６
日
f
に
市
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。
13
年
度
の
第
一
次
隊

に
参
加
す
る
の
は
、
高
橋
真
奈
美
さ
ん

（
新
座
４
・
津
南
町
外
丸
小
学
校
教
諭
）

と
宮
嶋
裕
樹
さ
ん
（
伊
達
２
）
で
す
。

高
橋
さ
ん
は
、
教
員
の
現
職
派
遣
と
し

て
ジ
ン
バ
ブ
エ
で
体
育
を
指
導
し
ま
す
。

宮
嶋
さ
ん
は
、
こ
の
春
ま
で
大
学
で
専
攻

し
て
い
た
、
数
学
と
物
理
を
ガ
ー
ナ
の
子

ど
も
た
ち
に
教
え
ま
す
。
２
人
は
「
何
と

な
く
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に

大
き
な
夢
を
か
な
え
、
元
気
に
帰
っ
て
き

ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

第
一
次
隊
は
７
月
９
日
b
に
渡
航
し
、

２
年
間
活
動
に
従
事
し
ま
す
。

ア フ リ カ に か け る 夢
～青年海外協力隊員が表敬訪問～

７
月
18
日
d
、
十
日
町
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
主
催
の
「
第
35
回
長
寿
大
学
、
金

婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
慶
祝
記
念
式

典
」
が
、
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

28
組
の
ご
夫
婦
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

（
60
周
年
）
を
、
１
２
６
組
の
ご
夫
婦
が

金
婚
（
50
周
年
）
を
迎
え
、
お
祝
い
を
受

け
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
お
祝
い
の
言
葉
に
続

き
、
代
表
者
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

金
婚
を
代
表
し
て
富
田
四
郎
さ
ん
（
本
町

７
│
１
）
が
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
代
表

し
て
林
一
郎
さ
ん
（
小
泉
１
）
が
、
と
も

に
「
夫
婦
健
康
で
お
祝
い
を
受
け
、
喜
び

に
た
え
ま
せ
ん
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

夫 婦 の 長 寿 を 祝 う
～金婚・ダイヤモンド婚の154組～

このコーナーは、まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら、企画人事課広報広聴係（157─3111

内線213）へ、お気軽にお寄せください。

トピックス
TOPICS

贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
大
会
前
日
に
は
、
全
国
で
初

め
て
新
民
謡
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
新

民
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ

れ
、
約
８
０
０
人
の
聴
衆
が
全
国
各

地
の
新
民
謡
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

第
20
回
十
日
町
小
唄
日
本
一
優
勝

大
会
が
、
７
月
８
日
a
に
ク
ロ
ス
10

で
行
わ
れ
、
県
内
外
93
人
の
応
募
者

が
自
慢
の
喉の
ど

を
競
い
ま
し
た
。
審
査

の
結
果
、
男
性
の
部
で
は
大
口
貞
信

さ
ん
（
四
日
町
１
）
が
、
女
性
の
部

で
は
白
石
瞳
さ
ん
（
越
路
町
）
が
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。
白
石
さ
ん
は
総

合
優
勝
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
審

査
員
を
つ
と
め
た
7
日
本
民
謡
協
会

の
小
澤
常
務
理
事
か
ら
は
「
20
回
の

歴
史
に
ふ
さ
わ
し
い
高
水
準
の
大
会

で
し
た
。
優
勝
者
か
ら
は
、
来
年
５

月
に
行
わ
れ
る
日
本
民
謡
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
、
十
日
町
小
唄
で
ぜ
ひ
応

募
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉
が

「
第
56
回
県
展
」
お
よ
び
「
第
31
回
県

ジ
ュ
ニ
ア
展
」
が
７
月
４
日
d
か
ら
11
日

d
ま
で
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
８
、

０
１
７
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
十
日
町
市
で

の
開
催
は
、
平
成
７
年
の
第
50
回
以
来
、

６
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

初
日
の
開
場
式
で
は
、
関
係
者
と
赤
倉

小
学
校
の
児
童
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
、
中
条
小
学
校

の
４
・
５
年
生
74
人
が
会
場
を
訪
れ
、
県

内
最
高
峰
の
芸
術
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し

た
。
５
年
生
の
山
本
孝
徳
君
は
、
「
絵
と

写
真
が
よ
か
っ
た
で
す
。
特
に
絵
は
、
本

物
を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

県 展 十 日 町 展 開 催
～県内の卓越した芸術にふれる～

国
土
交
通
省
信
濃
川
工
事
事
務
所
が
整

備
を
進
め
て
き
た
、
妻
有
大
橋
右
岸
周
辺

の
水
防
公
園
と
高こ

う

水す
い

敷し
き

公
園
が
完
成
し
、

７
月
11
日
d
に
信
濃
川
水
辺
の
楽
校
「
つ

ま
り
っ
子
ひ
ろ
ば
」
と
し
て
開
校
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
市
内
と
川
西
町
内
の
小
・
中
学

生
２
６
０
人
が
参
加
し
て
、
桜
の
植
樹
や

ニ
ジ
マ
ス
の
放
流
、
自
然
観
察
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
水
辺
の
楽
校
活
用
協
議
会
の

樋
熊
清
治
会
長
は
「
堤
防
に
は
桜
や
花
壇

な
ど
が
整
備
さ
れ
、
河
川
敷
に
は
貴
重
な

自
然
を
身
近
に
観
察
で
き
る
遊
歩
道
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
信
濃

川
の
自
然
を
楽
し
く
学
ん
で
し
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

信濃川水辺の楽校が開校
～母なる川は学びの宝庫～

７
月
18
日
d
、
昨
年
に
続
き
河
川
改
修

が
行
わ
れ
る
貝
沢
川
（
小
泉
地
内
）
で
、

川
に
住
む
生
き
物
の
引
っ
越
し
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
改
修
す
る
約
60
ｍ
の
区
間
に

生
息
す
る
魚
や
昆
虫
を
、
改
修
の
終
わ
っ

た
場
所
に
引
っ
越
し
さ
せ
、
川
の
生
態
系

を
で
き
る
だ
け
守
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

引
っ
越
し
作
業
に
は
、
吉
田
小
学
校
の

１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の
児
童
や
工
事

関
係
者
な
ど
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

児
童
は
、
そ
れ
ぞ
れ
網
と
バ
ケ
ツ
を
持
っ

て
川
に
入
り
、
ド
ジ
ョ
ウ
や
メ
ダ
カ
、
ヤ

ゴ
な
ど
を
網
で
す
く
い
、
バ
ケ
ツ
に
入
れ

ま
し
た
。
ホ
タ
ル
の
え
さ
に
な
る
カ
ワ
ニ

ナ
も
多
く
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

生き物引っ越し大作戦
～生態系を大切にした河川改修～

国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
IN
新
潟
に
参
加

し
た
18
歳
以
下
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
代
表
チ

ー
ム
が
、
７
月
12
日
e
か
ら
14
日
g
ま
で

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
に
滞
在
し
、
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

来
年
の
Ｗ
杯
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
選

定
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
12
日
e
に
は
誘

致
実
行
委
員
会
の
本
田
会
長
、
朝
長
副
会

長
な
ど
が
、
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
の
ト
ニ
ー
・

フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
団
長
な
ど
と
会
談

し
「
予
選
突
破
が
確
実
な
貴
国
か
ら
、
ぜ

ひ
キ
ャ
ン
プ
を
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。
滞
在
を
終
え
た
団
長
か

ら
は
「
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
周
辺
環
境
が
大

変
す
ば
ら
し
い
。
代
表
監
督
に
推
薦
し
た

い
」
と
い
う
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

アイルランドチームに熱烈PR
～代表監督への推薦を約束～
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第
５
回
国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
IN

新
潟
に
参
加
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と

韓
国
ソ
ウ
ル
市
の
18
歳
以
下
の
代
表

チ
ー
ム
が
、
７
月
12
日
e
か
ら
３
日

間
、
キ
ャ
ン
プ
候
補
地
の
当
間
高
原

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
に

滞
在
し
ま
し
た
。

誘
致
実
行
委
員
会
は
、
Ａ
代
表
チ

ー
ム
の
Ｗ
杯
本
大
会
出
場
が
有
力
な

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
関
係
者
に
対
し
て
誘

致
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ホ
テ
ル
側
に
と
っ
て
も
選
手
受
け
入

れ
の
絶
好
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
な
り
ま

し
た
。

両
国
チ
ー
ム
は
、
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
と
充
実
し
た
宿
泊
施
設
に
、
十

分
満
足
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。

今
年
も
８
月
17
日
f
か
ら
20
日
b

ま
で
「
十
日
町
カ
ッ
プ
高
校
サ
ッ
カ

ー
カ
ー
ニ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
地
元
の
十
日
町
高
校
を
は

じ
め
、
北
は
福
島
県
か
ら
南
は
大
阪

府
ま
で
、
全
国
か
ら
総
勢
16
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
す
。

十
日
町
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
の

本
大
会
は
、
今
年
で
12
回
を
数
え
、

市
民
の
温
か
な
も
て
な
し
が
大
変
好

評
を
得
て
お
り
、
中
に
は
毎
年
参
加

を
希
望
す
る
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

未
来
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
、
日
本
代
表

を
め
ざ
す
高
校
生
た
ち
が
繰
り
広
げ

る
熱
い
戦
い
に
、
皆
さ
ん
の
大
き
な

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
夏
、
市
内
か
ら
は
計
28
人
の

小
・
中
学
生
、
高
校
生
が
、
６
種
目

の
全
国
大
会
（
10
大
会
）
に
出
場
し

ま
す
。
激
励
壮
行
会
で
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
桾
澤
英
男
十
日
町
市
体
育
協

会
長
か
ら
は
「
全
市
民
の
声
援
が
君

た
ち
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
も
の
を
、
平
常

心
で
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
い
う
励
ま
し
の
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

出
場
種
目
と
選
手
名
は
つ
ぎ
の
と

お
り
。
（
敬
称
略
）
▼
陸
上
競
技
‥

池
田
拓
也
、
加
藤
充
、
岩
田
淳
也
、

田
川
由
衣
、
村
山
忍
、
小
島
瞳
▼
空

手
道
‥
入
田
佑
、
星
野
志
弘
、
中
沢

裕
美
、
石
田
梢
、
林
恵
美
子
、
島
田

恵
美
、
和
田
奈
緒
子
、
大
島
絵
理
、

桑
原
里
美
、
涌
井
舞
、
越
村
慎
司
、

柳
友
美
▼
柔
道
‥
小
川
眞
介
▼
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
‥
中
沢
武
、
春
川
俊
弥
、

藤
田
勇
紀
、
池
田
清
二
郎
▼
相
撲
‥

市
村
太
貴
、
水
落
勇
希
、
春
川
由
宇
、

村
山
大
洋
▼
サ
ッ
カ
ー
‥
田
口
雄
太

マイレールほくほく線

ゴ
ー
ゴ
ー

ほ
く
ほ
く
線

青
い
海
号
で

真
夏
の
海
へ
GO
Z

112

８月の交通安全キャンペーン

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

13年 22（105） 25（122） ０（２） 43（290）

12年 17（121） 18（139） １（３） 38（315）

６月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

二輪車の安全運転

〈
海
水
浴
列
車
『
青
い
海
号
』〉

海
水
浴
に
は
柏
崎
ま
で
直
通
の
「
青
い
海
号
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
子
ど
も
会
や
町
内
会
で
の
団
体
利
用
に
最
適
で
す
。
15
人
以
上
で
団

体
割
引
が
あ
り
ま
す
。
▼
運
転
日
‥
７
月
28
日
g
〜
８
月
５
日
a
▼
運
転

区
間
‥
越
後
湯
沢
駅
〜
ほ
く
ほ
く
線
経
由
〜
信
越
線
柏
崎
駅
▼
出
発
時
間

‥
美
佐
島
駅
発
午
前
７
時
41
分
、
し
ん
ざ
駅
発
７
時
43
分
、
十
日
町
駅
発

７
時
46
分
▼
帰
着
時
間
‥
十
日
町
駅
着
午
後
５
時
18
分
、
し
ん
ざ
駅
着
５

時
21
分
、
美
佐
島
駅
着
５
時
23
分
▼
お
も
な
海
水
浴
場
‥
米
山
、
笠
島
、

鯨
波
▼
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅
（
1
52
│
０
７
７
０
）

〈
ア
ル
プ
の
里
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
〉

▼
８
月
４
日
g
・
５
日
a
▼
湯
沢
高
原
ア
ル
プ
の
里
▼
越
後
湯
沢
駅
か
ら

徒
歩
10
分
▼
出
店
・
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
。
▼
湯

沢
温
泉
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
事
業
所
（
1

０
２
５
７
│
84
│
３
３
２
６
）

〈
東
京
六
大
学
野
球
上
越
大
会
〉

▼
８
月
20
日
b
〜
22
日
d
予
備
日
23

日
e
▼
高
田
公
園
野
球
場
▼
高
田
駅

か
ら
徒
歩
20
分
▼
東
京
六
大
学
の
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
５
試
合
▼
上
越
市
体

育
課
（
1
０
２
５
５
│
25
│
４
１
４

４
）

問合せ＝総合体育館
（15 2 ─ 4 3 7 7 ）

お年寄りから女性、若者と幅広く利用され

る二輪車は、車に比べると駐車場が見つけや

すい、渋滞に巻き込まれにくい、維持費が安

いといった利点があります。しかし、雨や雪

などの悪天候に弱く、また、身体を露出して

いるため、交通事故による死傷の度合いが高

くなるという欠点があります。

二輪車を運転するときは、

その特性を十分理解して

安全運転に努め

ましょう。

１年の半分という「半月
はんげつ

生
しょう

」の７月２日に、大阪で

は団子とタコを食べる習わしがあると聞き、今年初め

てあやかった私です。

イタリアではこの時期、「エンド」（聖書でモーゼと

ともにおおぜいのユダヤ人がエジプトを出たこと）に

ちなみ、ヴァカンスをとって大移動します。今年は６

月30日と７月１日がその日にあたりました。約700

万人が車で、150万人が電車で、70万人が飛行機で

移動したようです。そして、９月中旬まで週があける

ごとに人が減っていくのです。

イタリアの平均的なヴァカンス期間は２～３週間で

す。その間、仕事はもとより家事も一切せず、１年に

１回の休みを海辺のレジデンスなどでゆっくり楽しむ

ケースが多いようです。子どものいる人は１か月単位で

アパートを借りる場合も多く、経済的には１人あたり

15万円から30万円をヴァカンスに費やし、そのためな

らお金を借りることにも賛成という意見が多いようで

す。そこには労働者の「人はだれでもゆっくり体を休め

て人生を楽しむ権利がある」という言い分と、雇用者の

「労働者のストレスや不満を除き、効率いい状態で雇う

権利がある」という主張がみごとに一致しているという

理由があるのです。

皆さんはどう思われますか。

（姉妹都市協力員　当重茜さん）

イタリアのヴァカンス

64

Ｑ優勝回数が一番多い

国は？

Ａこれまでの大会すべ

てに出場しているブ

ラジルが４回と最も多く、

ドイツ（西ドイツ時代）とイタリアが３回で続きます。

以下アルゼンチン、ウルグアイ２回、イングランド、

フランス１回と優勝国は南米と欧州が独占しています。

前回のフランス大会を含め５大会で開催国が優勝し、

それ以外の大会でも開催国は決勝トーナメントに進出

するなど地の利を生かした好成績を残しています。

はたして日本と韓国の成績は？

心のこもったおもてなし

開幕まであと310日 Vol. 4

夏
の
風
物
詩

十
日
町
カ
ッ
プ
開
催

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
チ
ー
ム
に

キ
ャ
ン
プ
地
を
Ｐ
Ｒ

期　　　間 ８月１日dから８月10日f

スローガン

「さわやかに　笑顔でゆずる　夏の道」

運動の重点

１．交差点事故の防止

２．若者の交通事故防止

３．シートベルトと

チャイルドシートの着用の徹底

夏の交通事故防止運動

当間高原で調整するアイルランド18歳以下代表

7・8月の全国大会に
６種目28人が出場

７～８月に開催される、各種全国大

会に出場する選手にエールを送ろう

と、７月16日Bに保健センターで出

場選手激励壮行会が行われました。

晴れ舞台での活躍が期待されます。



他
＝
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
■
申
込
み
・

問
合
せ
＝
８
月
６
日
b
ま
で
に
ほ
く

ほ
く
線
十
日
町
駅
営
業
開
発
室
（
1

50
│
１
２
５
１
）

上
町
俄

に
わ
か

や
お
楽
し
み
抽
選
会
、
露

店
市
な
ど
を
行
い
ま
す
。
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
中
■
日
時
＝

８
月
４
日
g
午
後
６
時
30
分
〜
10
時

■
会
場
＝
コ
モ
通
り
（
高
田
町
１
丁

目
・
歩
行
者
天
国
）
■
出
店
申
込

み
・
問
合
せ
＝
青
山
商
店
鈴
木
（
1

52
│
２
１
９
１
）

障
害
を
持
つ
若
者
が
、
障
害
を
持

た
な
い
人
た
ち
と
地
域
で
と
も
に
生

き
る
姿
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
で
す
。
上
映
前
に
映
画
製
作

に
携
わ
っ
た
、
ち
ば
Ｍ
Ｄ
エ
コ
ネ
ッ

ト
代
表
・
山
田
晴
子
さ
ん
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
す
。
保
育
ル
ー
ム
（
５

０
０
円
）
も
あ
り
ま
す
。
問
合
せ
先

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
■
日
時
＝

８
月
４
日
g
講
演
‥
午
後
６
時
30
分

〜
（
開
場
‥
午
後
６
時
）、
映
画
上
映

‥
午
後
７
時
〜
■
会
場
＝
市
民
会
館

■
入
場
料
＝
高
校
生
以
上
‥
１
、
２

０
０
円
（
当
日
１
、
５
０
０
円
）
、

小
・
中
学
生
６
０
０
円
（
当
日
８
０

０
円
）
■
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
＝
公
民
館

本
館
、
情
報
館
ほ
か
■
問
合
せ
＝
柳

（
1
57
│
８
７
７
１
）

日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ー
パ

ー
リ
ー
グ
の
「
ボ
ッ
シ
ュ
ブ
ル
ー
ウ

ィ
ン
ズ
」
が
小
・
中
学
生
・
高
校
生

を
対
象
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
日
本
の
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
選
手
と
プ
レ
ー
し
ま
せ
ん
か
。

当
日
来
場
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
ボ

ッ
シ
ュ
」
か
ら
の
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
当
た
り
ま
す
。
■
日
時
＝
８
月

４
日
g
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
■
会

場
＝
総
合
体
育
館
■
参
加
費
＝
無
料

■
問
合
せ
＝
十
日
町
市
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
藤
巻
ま
た
は
山

田
（
市
役
所
建
設
課
内
）

十
日
町
市
書
道
協
会
会
長
・
岡
村

松
烟
が
「
条
幅
作
品
の
作
り
方
の
実

際
」
を
実
演
解
説
し
ま
す
。
ま
た
実

演
会
終
了
後
反
省
懇
親
会
も
行
い
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
８
月
19
日
a
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
■
会
場
＝
丸
栄
会
館
■
会

費
＝
２
、
５
０
０
円
（
実
演
会
の
み
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
10
日
f

ま
で
に
小
野
塚
宏
一
（
1
57
│
２
５

３
９
）

■
日
時
＝
８
月
１
日
d
〜
８
月
31
日

f
■
会
場
＝
ほ
く
ほ
く
地
下
ギ
ャ
ラ

リ
ー
■
問
合
せ
＝
妻
有
木
彫
会
・
池

田
（
1
57
│
３
４
５
１
）

「
真
夏
の
冷
た
い
パ
ス
タ
」
な
ど

を
作
り
ま
す
。
■
日
時
＝
８
月
22
日

d
午
後
６
時
〜
８
時
■
会
場
＝
東
北

電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
■
定
員
＝
18

人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）
■
参

加
費
＝
５
０
０
円
■
申
込
み
・
問
合

せ
＝
東
北
電
力
1

十
日
町
営
業
所

(

1
52
│
３
１
０
７)

保
存
し
た
雪
を
多
く
の
人
か
ら
、

楽
し
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

十
日
町
市
保
存
雪
利
用
促
進
事
業
を

始
め
ま
し
た
。
暑
い
季
節
の
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
に
、
雪
を
使
っ
て
本
物
の

涼
し
さ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
保
存
し
た
雪
に
は
限
り
が
あ
り
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来
春
ま
で
大
英
博
物
館
へ
出
品
さ

れ
る
国
宝
・
火
焔
型
土
器
を
ロ
ビ
ー

で
公
開
し
ま
す
。
本
物
の
土
器
に
さ

わ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
縄
文

時
代
を
知
る
た
め
の
ビ
デ
オ
上
映
や

懐
か
し
の
映
画
ポ
ス
タ
ー
展
示
も
行

い
ま
す
。
■
日
時
＝
８
月
５
日
a
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
■
問
合
せ
＝
博

物
館
（
1
57
│
５
５
３
１
）

テ
レ
ビ
遠
隔
講
座
「
21
世
紀
私
の

考
え
る
新
潟
」
最
終
回
が
十
日
町
情

報
館
を
主
会
場
（
ラ
イ
ブ
の
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
す
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
８
月
５
日
a
午
後
１
時
30

分
〜
■
会
場
＝
十
日
町
情
報
館
視
聴

覚
ホ
ー
ル
■
講
師
＝
杉
み
き
子
氏

（
児
童
文
学
作
家
）
■
テ
ー
マ
＝
雪

の
中
の
物
語
■
入
場
料
＝
無
料
■
問

合
せ
＝
十
日
町
情
報
館
（
1
50
│
５

１
０
０
）

お
子
さ
ん
と
遊
び
に
来
ま
せ
ん

か
。子
育
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

■
日
時
＝
毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
※
た
だ

し
８
月
は
８
月
２
日
e
・
23
日
e
■

会
場
＝
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
）
■
問
合
せ
＝
健
康

福
祉
課
児
童
家
庭
係（
内
線
１
３
２
）

地
域
の
食
材
を
生
か
し
た
美う
ん

味め
え

や

ん
の
開
発
の
仕
方
と
そ
の
い
か
し
方

の
講
演
会
で
す
。
講
演
後
、
持
ち
込

ん
で
い
た
だ
い
た
試
作
品
の
指
導
会

を
行
い
ま
す
。
持
ち
込
み
を
希
望
す

る
人
は
事
前
に
問
合
せ
先
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
■
日
時
＝
８
月
８
日
d

午
後
２
時
〜
４
時
■
会
場
＝
ク
ロ
ス

10
■
講
師
＝
掘
優
子
氏
（
農
産
加

工
・
郷
土
料
理
研
究
家
、
元
新
潟
県

生
活
改
良
普
及
員
）
■
演
題
＝
地
域

の
食
材
を
生
か
し
た
「
美
味
や
ん
づ

く
り
の
か
ん
ど
こ
ろ
」
■
入
場
料
＝

無
料
■
問
合
せ
＝
十
日
町
ま
ち
づ
く

り
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
西
寺
町
1
50
│

１
４
３
１
）

染
織
を
通
じ
て
、
モ
ノ
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
■
日

時
＝
８
月
９
日
e
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時
■
会
場
＝
県
立
十
日
町
テ

ク
ノ
ス
ク
ー
ル
■
コ
ー
ス
と
内
容
＝

①
染
織
コ
ー
ス
（
手
織
小
巾
織
物
の

作
成
、
小
ふ
ろ
し
き
ま
た
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
プ
リ
ン
ト
T
シ
ャ
ツ
の
作
成
）

②
染
め
コ
ー
ス
（
小
ふ
ろ
し
き
の
作

成
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
T
シ
ャ

ツ
の
作
成
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
ま
た
は

テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
の
作
成
）
■
対

象
者
＝
小
学
生
（
４
年
生
以
上
）
、

中
学
生
、
高
校
生
■
定
員
＝
各
コ
ー

ス
先
着
10
人
■
受
講
料
＝
無
料
■
申

込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル
（
1
57
│
１
１
０
５
）

夏
休
み
の
自
由
研
究
は
こ
れ
だ
！

普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
指
令

所
・
検
修
庫
を
は
じ
め
、
特
急
は
く

た
か
や
沿
線
の
各
駅
な
ど
を
ほ
く
ほ

く
線
十
日
町
駅
長
が
ご
案
内
し
ま
す
。

■
日
時
＝
８
月
10
日
f
午
前
９
時
集

合
〜
午
後
４
時
10
分
■
集
合
場
所
＝

ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅
■
定
員
＝
先

着
80
人
■
参
加
費
＝
大
人
１
、
２
９

０
円
、
小
人
８
０
０
円
（
キ
ッ
プ

代
・
保
険
料
、
当
日
徴
収
）
■
そ
の

10
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お
も
ち
ゃ
図
書
館

駅
長
さ
ん
が
案
内
す
る

ほ
く
ほ
く
線
見
学
会

ガイド
催し

博
物
館
無
料
公
開

美う
ん

味め
え

や
ん
づ
く
り
の

講
演
会
と
指
導
会

染
織
一
日
体
験
教
室

杉
み
き
子
講
演
会

第
10
回
ゆ
か
た
で
お
い
で
よ

コ
モ
通
り
夏
ま
つ
り

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」

書
道
（
条
じ
ょ
う

幅ふ
く

）
作
品
の

作
り
方
実
演
会

木
彫
作
品
展

ボ
ッ
シ
ュ
ブ
ル
ー
ウ
ィ
ン
ズ
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

募集
保
存
雪
を
さ
し
あ
げ
ま
す

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

つぎのような場合は、通常の扱いに戻ります
・滞納した保険料を完納したとき、または滞納額が

著しく減少したとき。

・特別な事情が認められたとき。

納付が困難な人は、まず国保にご相談を
災害や病気などのやむを得ない事情により保険料

の納付が困難な場合は、早めに国保窓口にご相談く

ださい。

保険料の納付は便利な口座振替で
「つい」「うっかり」納め忘れのないように口座振

り替えをご利用ください。十日町市指定の金融機関

（銀行・農協・郵便局など）で手続きできます。

手続きに必要なもの

保険料の納付書、預金通帳の届け出印

■問合せ＝介護保険課国保係（内線155）

●納期限を過ぎると
・督促をうけたり、延滞金が加算されます。

・保険証の有効期間が短くなる場合があります。

（短期保険証の交付）

●納期限から１年を過ぎると
・保険証を返してもらいます。（医療費がいったん全額

自己負担になります）※この場合保険証のかわりに

「被保険者資格証明書」を交付します。支払った医療

費は、あとで国保から払い戻しがうけられます。

●１年６か月を過ぎると
・国保の保険給付の全部または一部が差し止められます。

●それでもなお納めないでいると
・差し止められた保険給付額から滞納分が差し引かれ

ます。

・財産差押えなどの処分をうけます。

知
っ
て
い
ま
す
か
？
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

市
の
委
託
を
受
け
、
お
年
寄
り
の

介
護
予
防
や
介
護
方
法
な
ど
の
総
合

相
談
や
家
庭
訪
問
を
し
て
い
る
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

い
つ
で
も
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

三
　
好
　
園

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
三
好

園
内
に
あ
り
ま

す
。
担
当
地
域

は
、
下
条
･
四
日
町
・
十
日
町
の
一

部
で
す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三

好
園
は
介
護
保
険
施
設
と
し
て
多
様

な
事
業
を
し
て
い
ま
す
。
私
も
皆
さ

ん
の
多
様
な
相
談
に
応
じ
て
い
き
ま

す
。
■
問
合
せ
＝
1
56
│
２
１
３
４

担
当
‥
藤
木

老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
ま
り
の
里

養
護
老
人
ホ

ー
ム
妻
有
荘
内

に
あ
り
ま
す
。

担
当
地
域
は
、

水
沢
・
吉
田
・
六
箇
で
す
。
介
護
の
問

題
だ
け
で
な
く
「
一
人
用
が
足
り
る

が
、
今
後
が
心
配
だ
」
な
ど
の
介
護

予
防
の
相
談
も
受
け
て
い
る
高
齢
者

の
よ
ろ
ず
相
談
所
で
す
。
■
問
合
せ

＝
1
58
│
２
２
４
３
‥
村
山

十
日
町
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

き

た

は

ら
老
人
保
健
施

設
き
た
は
ら
内

に
あ
り
ま
す
。

担
当
地
域
は
、

中
条
・
四
日
町
・
十
日
町
の
一
部
で

す
。
隣
接
の
中
条
病
院
・
中
条
第
二

病
院
と
の
連
携
を
密
に
取
り
な
が
ら
、

地
域
に
根
ざ
し
た
保
健
・
医
療
･
福

祉
の
一
翼
を
担
う
べ
く
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
1
52
│

７
０
２
６
‥
和
田

や

ま

び

こ

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

老
人
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
や
ま
び
こ
内

に
あ
り
ま
す
。

担
当
地
域
は
、
川
治
と
十
日
町
の
一

部
で
す
。
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
や
ま
び
こ
は
介
護
保
険
と
元
気

な
お
年
寄
り
両
方
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
施
設
で
す
。
施
設
も
私
も
若
く
二

年
目
で
す
が
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ

さ
が
売
り
物
で
す
。
相
談
に
来
ら
れ

な
い
人
に
は
訪
問
し
ま
す
の
で
連
絡

く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
1
50
│
１

５
１
６
‥
久
保
田



７
月
は
固
定
資
産
税
第
２
期
と
国

民
健
康
保
険
料
第
１
期
お
よ
び
介
護

保
険
料
第
１
期
の
納
税
・
納
付
の
月

で
す
。
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
税
務
課
（
内
線
１
１

５
）バ

イ
ク
な
ど
を
廃
車
す
る
と
き

は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
お
返
し

く
だ
さ
い
。

■
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転
車
50
〜

１
２
５
cc
）・
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）
を
廃
車
す
る

場
合
＝
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑

を
税
務
課
資
産
税
係
へ
持
参
し
て
、

廃
車
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手

続
き
を
し
な
い
と
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■
軽
四
輪
を
廃
車
す
る
場
合
＝
所
管

の
軽
自
動
車
検
査
協
会
（
1
０
２
５

８
│
22
│
０
５
５
５
）
へ

■
軽
ニ
輪
（
１
２
５
〜
２
５
０

cc
）
・
小
型
ニ
輪
（
２
５
０
cc
以
上
）

を
廃
車
す
る
場
合
＝
所
管
の
自
動
車

検
査
登
録
事
務
所
（
1
０
２
５
８
│

23
│
３
１
５
５
）、
ま
た
は
新
潟
陸

運
支
局
（
1
０
２
５
８
│
22
│
１
１

３
１
）、
ま
た
は
購
入
店
に
ご
相
談

く
だ
い
。

■
問
合
せ
＝
税
務
課
資
産
税
係
（
内

線
１
８
０
）

十
日
町
市
の
ナ
ン
バ
ー
を
転
出
先

で
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
転
出
先

の
市
町
村
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と

印
鑑
を
持
参
し
、
新
た
な
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
■
問
合
せ
＝
税
務
課
資
産
税
係

警
察
で
は
行
方
不
明
者
の
所
在
確

認
調
査
や
、
全
国
で
亡
く
な
っ
た
身

元
不
明
者
の
情
報
を
提
供
す
る
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
■
巡
回
相
談
＝

▼
８
月
２
日
e
‥
上
越
北
警
察
署（
1

０
２
５
５
│
43
│
０
１
１
０
）
▼
８

月
８
日
d
‥
長
岡
警
察
署
（
1
０
２

５
８
│
38
│
０
１
１
０
）
※
い
ず
れ

も
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
■
特

別
相
談
所
＝
８
月
の
１
か
月
間
、
平

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
新
潟

県
警
察
本
部
鑑
識
課
（
県
庁
隣
り
1

０
２
５
│
２
８
５
│
０
１
１
０
）
で

開
設
。
■
問
合
せ
＝
十
日
町
警
察
署

（
1
52
│
０
１
１
０
）

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日
※
14

日
c
・
15
日
d
・
25
日
g
・
26
日
a

は
午
後
５
時
閉
館
■
総
合
体
育
館
＝

毎
週
火
曜
日
※
13
日
b
・
15
日
d
・

25
日
g
・
27
日
b
は
午
後
５
時
閉
館

■
市
民
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日
※
14

日
は
開
場
■
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日

■
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
31
日
f

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜

日■
期
日
＝
８
月
４
日
g
■
受
付
時
間

＝
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
３
時
30
分
■
会
場
＝
下
条
地
区

公
民
館

■
期
日
＝
８
月
５
日
a
■
受
付
時
間

＝
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

４
時
■
会
場
＝
リ
オ
ン
・
ド
ー
ル
十

日
町
店

■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防

係
（
内
線
１
４
２
）
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ま
す
。
不
足
の
場
合
は
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
建
設

課
克
雪
利
雪
対
策
室
克
雪
係
（
内
線

２
７
３
）

■
物
件
＝
黒
沢
市
営
住
宅
１
戸
（
昭

和
47
年
度
建
設
、
簡
易
耐
火
構
造
２

階
建
）
■
間
取
り
＝
５
帖
１
室
、
３

帖
１
室
、
Ｄ
Ｋ
■
家
賃
＝
８
、
５
０

０
円
〜
１
６
、
８
０
０
円
■
募
集
期

間
＝
７
月
25
日
d
〜
８
月
10
日
f
■

問
合
せ
・
申
込
み
＝
入
居
資
格
な
ど

申
込
み
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
建

築
住
宅
係
（
内
線
２
７
４
）
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
種
目
＝
①
航
空
学
生
②
一
般

曹
候
補
学
生
③
曹
候
補
士
④
２
等
陸

海
空
士
⑤
防
衛
大
学
校
お
よ
び
防
衛

医
科
大
学
校
学
生
⑥
看
護
学
生
■
応

募
資
格
＝
①
⑤
高
等
学
校
の
卒
業
者

（
来
春
卒
業
見
込
者
含
む
）
で
21
歳

未
満
の
者
②
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の

者
③
④
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者
⑥

高
等
学
校
の
卒
業
者
（
来
春
卒
業
見

者
含
む
）
で
24
歳
未
満
の
者
■
受
験

申
込
受
付
＝
①
②
③
④
８
月
６
日
b

〜
９
月
７
日
f
⑤
９
月
５
日
d
〜
10

月
12
日
f
⑥
９
月
13
日
e
〜
10
月
12

日
f
■
試
験
実
施
日
＝
受
付
後
に
指

定
■
問
合
せ
・
資
料
請
求
＝
市
民
生

活
課
（
内
線
１
５
３
）
ま
た
は
自
衛

隊
長
岡
出
張
所
吉
田
（
1
０
２
５
８

│
33
│
０
２
５
６
）

■
日
程
＝
14
年
４
月
上
旬（
５
日
間
）

■
定
員
＝
先
着
50
人（
15
歳
〜
70
歳
）

■
費
用
＝
７
３
、
０
０
０
円
程
度
■

申
込
み
＝
８
月
31
日
f
ま
で
に
小
林

由
直
（
1
57
│
５
３
９
２
）
ま
た
は

近
藤
哲
雄
（
1
55
│
２
４
５
３
）

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
８
月

10
日
f
か
ら
市
内
の
各
郵
便
局
で
始

ま
り
ま
す
。
該
当
者
（
代
理
人
可
）
は

つ
ぎ
の
も
の
を
持
参
し
受
領
し
て
く

だ
さ
い
。
■
持
参
す
る
も
の
＝
①
印

鑑
②
国
民
年
金
証
書
③
福
祉
年
金
定

時
申
立
書
（
８
月
１
日
d
に
本
人
あ

て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
き
て
く
だ
さ
い
）
■
受

領
方
法
＝
年
金
受
領
後
、
係
員
に
国

民
年
金
証
書
と
福
祉
年
金
定
時
申
立

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
都

合
の
つ
か
な
い
人
は
８
月
17
日
f
ま

で
に
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
市
民

生
活
課
国
民
年
金
係（
内
線
１
５
１
）

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
「
現
況
届
」
を
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は「
所

得
状
況
届
」
を
８
月
13
日
b
か
ら
９

月
11
日
c
ま
で
に
証
書
・
印
鑑
な
ど

を
持
参
し
、
本
人
が
届
け
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
届
け
を
行
わ
な
い
と
８

月
以
降
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
■
届
出
先
・
問

合
せ
＝
児
童
扶
養
手
当
は
市
民
生
活

課
国
民
年
金
係
へ
。
特
別
児
童
扶
養

手
当
は
健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係

（
内
線
１
３
３
）
へ
。

■
日
時
＝
８
月
21
日
c
午
後
２
時
〜

３
時
■
会
場
＝
十
日
町
保
健
所
■
医

師
＝
山
下
医
師
（
中
条
第
二
病
院
）

■
申
込
み
＝
健
康
福
祉
課
健
康
増
進

係（
内
線
１
４
４
）ま
た
は
十
日
町
保

健
所
（
1
57
│
２
４
０
０
）

12

暮らしのガイド*市役所157－3111 暮らしのガイド*市役所157－3111

８ 月 の 相 談 日

◎高齢者職業相談
毎週月～金曜日

午前９時～午後４時

会場：高齢者職業相談室

◎定例行政相談
10日F午前10時～午後３時

会場：市民相談室

◎法律相談
電話で市民生活課へ要予約

９日E 栃倉 光 弁護士

23日E 高橋賢一弁護士

午後１時30分～４時

会場：市民相談室

◎結婚相談
８日D午後１時～４時

会　場：市民相談室

相談員：太田祐子さん

桾澤紀子さん

◎健康相談　保健婦による相談

むし歯のないよい歯の子
６月の３歳児健診を受けた子23人

よい歯の子 住 所　　保護者

（北鐙坂２）

（本町7－2）

（田中町本通り）

（高田町５）

（上　原）

（新光寺）

（高島２）

（下川原町）

（千歳町）

（千歳町）

（南鐙坂）

（美雪町３）

正 男

学

正 明

隆由樹

秀 哉

栄 策

則 道

和 幸

利 博

知 巳

友 成

真

太 田 健
けん

登
と

小 泉 里
り

佳
か

大 渕 莉
り

緒
お

野 澤 康
こう

平
へい

小 海 　 航
わたる

佐 藤 修
しゅう

也
や

尾 身 郁
いく

栄
え

柳 　 侑
ゆう

歩
ほ

村越龍
りゅう

之
の

介
すけ

児 玉 寛
ひろ

生
き

保 坂 知
ち

里
さと

浦 沢 　 陸
りく※健康手帳のある人はご持参ください。

期日

6・13・
20・27日B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

16日E

17日F

10日F

24日F

８月の乳幼児健康診査と休日救急医 健康福祉課 157-3111

休　日　救　急　医乳幼児健康診査 会場
保健センター

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

５日A 本町クリニック 本町３ 50-1160

12日A 小 林 内 科 医 院

富 田 医 院

中　町

川西町

52-7155

61-020019日A

26日A 池 田 医 院 本町西１ 52-2581

下 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

上 新 田 公 民 館 午後１時30分～４時

飛 渡 地 区 公 民 館 午前9時30分～11時30分

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

q１歳６か月児、３歳児健診は歯科検診があります。
w４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

e３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

３日
f

午後１時
～１時30分

10年２月
生まれの幼児

１歳６か月児
健 診

23日
e

午後１時
～１時30分

12年２月
生まれの幼児

４か月児健診
29日
d

午後１時
～１時30分

13年４月
生まれの乳児

２歳６か月児
身 体 測 定

10 か 月 児
身 体 測 定

29日
d

午前９時15分
～10時

12年10月
生まれの乳児

〔

〔

今月はお休みです。

心
の
健
康
相
談

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
届
を
忘
れ
ず
に

８
月
10
日
F
は

老
齢
福
祉
年
金
支
払
日

自
衛
官
等
募
集

皇
居
勤
労
奉
仕
団

年金

保健
福祉

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

８
月
の
休
館
日

行
方
不
明
者
を
探
す

相
談
所
開
設

全
血
献
血

税
バ
イ
ク
な
ど
を
廃
車
す

る
と
き
は
届
け
出
を

市
外
に
転
出
す
る
と
き

は
届
け
出
を

新
世
紀
明
る
い
未
来
を
税
金
で

７
月
の
納
税

その他

8月の
献血
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市の花

「山つつじ」

市の木

「きり」
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■編集/企画人事課広報広聴係

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

枯
木
又
分
校
は
、
全
校
児
童
６
人

の
小
さ
な
学
校
で
す
。
で
も
、
子
ど

も
た
ち
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
元

気
い
っ
ぱ
い
。
流
れ
星
の
絵
に
か
い

た
『
あ
い
さ
つ
は
　
わ
た
し
も
ぼ
く

も
　
に
っ
こ
り
　
え
が
お
』
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
よ
り
い
っ
そ

う
あ
い
さ
つ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

小
さ
な
こ
ろ
か
ら
兄
弟
の
よ
う
に

育
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
、
ど
ん

な
と
き
で
も
仲
良
し
で
す
。

ま
た
、
学
年
が
違
っ
て
も
、
同
じ

遊
び
が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
も
し
て

い
ま
す
。
だ
け
ど
、
だ
れ
か
１
人
が

休
む
と
何
か
と
っ
て
も
寂
し
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
心
配
は
無
用

で
す
。今
日
も
明
日
も
あ
さ
っ
て
も
、

６
人
の
笑
顔
と
歓
声
が
、
体
育
館
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
笠か
さ

置ぎ

山
に
も
響
き
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

緑
ま
ぶ
し
い
こ
の
季
節
。
ぜ
ひ
枯

木
又
分
校
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

満
面
の
笑
顔
で
子
ど
も
た
ち
が
お
出

迎
え
し
ま
す
よ
。

<64

福

原

潤
さ
ん
　
１
９
７
７
年
生

㈱
村
尾
電
気
勤
務

にっこり笑顔で
みんな仲良し

飛渡第二小学校

枯木又分校

76

総合マクト

夏は水の事故が増える季節です。

水辺では、ルールにしたがって、

楽しい思い出を

つくりましょう。

電
気
関
係
の
仕
事
が
面
白
そ
う

と
思
い
、
高
校
卒
業
後
、
今
の
会

社
に
就
職
し
ま
し
た
。
お
も
に
屋

内
配
線
工
事
を
し
て
い
ま
す
。

１
月
か
ら
上
越
市
に
あ
る
病
院

の
新
築
工
事
の
現
場
に
片
道
１
時

間
半
か
け
て
通
勤
し
て
い
ま
す
。

朝
早
く
出
勤
し
、
帰
り
は
遅
く
な

る
の
で
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
は
食

事
と
睡
眠
だ
け
の
日
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
楽
し
く
、
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

将
来
は
、
電
気
関
係
の
い
ろ
い

ろ
な
資
格
を
取
り
た
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
今
は
時
間
を
見
つ
け
て

勉
強
し
て
い
ま
す
。

休
日
は
、
直
江
津
沖
の
防
波
堤

で
キ
ス
や
ア
ジ
な
ど
の
海
釣
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
冬
は
、
ひ
ま

が
で
き
る
と
必
ず
と
い
っ
て
い
い

ほ
ど
ス
キ
ー
に
出
か
け
ま
す
。
会

社
の
仲
間
や
友
人
と
当
間
ス
キ
ー

場
に
行
き
滑
っ
て
い
ま
す
。

夢
は
、
自
動
二
輪
の
免
許
を
取

得
し
て
、
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
北

海
道
な
ど
の
広
い
平
原
を
ツ
ー
リ

ン
グ
す
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

仕
事
が
忙
し
い
の
で
当
分
実
現
し

そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。

水の事故に注意!!


